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資産運用会社における金融商品取引法に基づくその他業務の承認の申請に関するお知らせ 

 

 

スターツプロシード投資法人（以下｢本投資法人｣といいます。）が資産の運用を委託する資産運用会社

であるスターツアセットマネジメント投信株式会社（以下｢資産運用会社｣といいます。）は、下記 2．に

記載の業務を行うことについて、金融商品取引法（以下｢金商法｣といいます。）に基づき、金融庁に承認

の申請を行うことを決定しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 申請予定日 
平成 22年 8月 27日 

  

2. 承認の申請の内容 
金商法第35条第 4項に基づくその他業務（兼業業務）の承認の申請を行います。具体的な内容

としては、本業である「投資運用業」、平成20年 7月 1日より兼業を行っている「投資法人の機関

の運営に関する事務を行う業務｣に加え、建築企画、コンサルティング及びこれらに付随するプロ

ジェクトマネジメント業務（例：ＰＦＩ、ＰＰＰ（官民連携）、市街地再開発事業等）を、｢不動産

コンサルティング業務｣（以下｢本件兼業業務｣といいます。）として、兼業を行おうとするものです。 

  

3. 承認の申請の理由 
資産運用会社は、本件兼業業務を行うことにより、投資運用業における本投資法人資産の運用に

おいて、下記のようなメリットが生じると考え、その申請を行います。 

① 資産運用会社が様々な不動産開発プロジェクトに初期段階から参画することで、本投資法人
の優良な開発物件の取得機会が増大すること 

② 資産運用会社の収益構造の強化・経営基盤の安定化を図ることで、資産の運用を委託する本
投資法人へ提供されるサービスの向上が期待できること 

  

4. 今後の見通し 
   資産運用会社は、承認取得後、速やかに本件兼業業務を開始する予定です。本件兼業業務開始以

後も引き続き、平成22年 6月に金融庁より発表された｢金融商品取引業者等向けの総合的な監督指

針｣に基づく社内体制の下、本投資法人資産の運用を行ってまいります。 

なお、本承認申請による本投資法人の運用状況への影響はなく、平成 22 年 10 月期及び平成 23

年 4月期の運用状況の予想に修正はありません。 

 

以 上 
※ 本資料の配布先：兜倶楽部、国土交通記者会、国土交通省建設専門紙記者会 
※ 本投資法人のホームページアドレス：http://www.sp-inv.co.jp 


